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今
回
の
主
な
内
容 

この広報誌は、皆様から寄せられた会費並びに共同募金配分金で作られています。 

１０月２９日　対馬市社会福祉協議会「第１回地域福祉活動計画策定委員会」 
（関連記事は２、３ページをご覧下さい。） 

誰もが安心して心豊かに暮らせる 
　対馬市づくりを目指して… 
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対馬市社会福祉協議会地域福祉活動計画 対馬市社会福祉協議会地域福祉活動計画 

●地域福祉活動計画と地域福祉計画の関係 

住民参加  

地域福祉推進の理念・方向性、地域（福祉区・地域福祉圏域）の福祉課題・社会資源の状況 

（　共　　有　） 

地域福祉計画 地域福祉活動計画 
※住民参加の取り組み 
※民間活動の基盤整備 

公民のパートナーシップ 
による計画 民間相互の協働による計画 

　対馬市社会福祉協議会では、平成１８年度より、長崎県社会福祉協議会の「長崎県地域福祉活動計画策定

モデル事業」の指定を受け、美津島地区をモデル地区として「対馬市美津島地区地域福祉活動計画」を策定

いたしましたが、平成１９年度、対馬市において策定される「対馬市地域福祉計画」の目標達成の為、民間

の立場で何ができるかを模索、検討し、対馬市の地域福祉の発展に寄与することを目的として、対馬市社会

福祉協議会が中心となって「対馬市社会福祉協議会　地域福祉活動計画」の策定に着手いたしました。 

 

 

　地域福祉のニーズが多様化、また、複雑化してきている中、従来の福祉制度の枠組みだけでは対応できな

くなってきています。公的な福祉制度に頼らず、住民参加による地域の支えあいを実現していく為に、民間

の施設、福祉団体、住民が協力しあって方策をまとめたものが「地域福祉活動計画」です。 

　また、社会福祉協議会は、住民が主体となって地域福祉活動をすすめていく民間の団体であり、社会福祉

法では市町村社会福祉協議会が中心となり地域福祉をすすめていくことが定められていることから、対馬市

社会福祉協議会が中心となって、今後、様々な関係機関、団体、市民の皆様にご参加いただき計画を策定し

てまいります。 

 

 

　名称も似ていて、非常にわかり難いのですが、基本的にどこが中心的に係わるのかで違いがあります。 

　「地域福祉計画」は行政が行政としてその計画を作り上げる必要があり、そのプロセスとして様々な住民

が参加し、その結果行政としての責任を福祉のどこを水準として設定し、行政サービスを実施するかという

計画であり、一方「地域福祉活動計画」は「地域福祉計画」と同じ課題に対して住民の方々がどのように係

わっていけるのか具体的に検討していくことを目的にした計画といえます。 

　また「地域福祉計画」と「地域福祉活動計画」は車の両輪といわれており、地域福祉を推進するにあたっ

ては、行政関係者と民意を束ねる社会福祉協議会とが密接な関係を取りながら協働して行くことで、更に地

域福祉の充実が図られることが考えられます。 

１  策定の目的 

２  「地域福祉活動計画」について 

３  「地域福祉計画」と「地域福祉活動計画」の違いについて 
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委
嘱
状
交
付
式 

第
１
回
策
定
委
員
会
の
模
様 

平成１９年１０月２９日 第１回地域福祉活動計画策定委員会 

１１月 

２月 

４月 

６月 

平成２０年　１月 現状課題の把握と課題整理（１月から３月） 

１２月１０日 第２回地域福祉活動計画策定委員会（計画のあり方の検討） 
●ワーキンググループの立ち上げ 
●調査方法の決定 

３月 第３回地域福祉活動計画策定委員会（計画枠組みの協議） 
●計画の大まかな枠組みの検討 
●方向性についての確認 
●調査結果の報告（中間） 

５月 第４回地域福祉活動計画策定委員会（今後の進め方について） 
●今後の策定体制について 
●作業の流れと役割分担 
●調査結果の報告（最終） 
●素案策定作業開始 

７月 セミナー・シンポジウム等の市民参加のイベントの開催 
（計画策定の気運を高めるため地域福祉に関するイベントを開催し、 
　市民の意見交換の場を設ける） 

年　　月 内　　　　　容 

- - - - -計画策定スケジュール- - - - -

８月 第５回地域福祉活動計画策定委員会（計画素案の検討） 

９月 

１０月 第６回地域福祉活動計画策定委員会（計画素案の検討） 

１１月 

１２月 第７回地域福祉活動計画策定委員会（計画案の確定） 

平成２１年　１月 計画の公表 

２月 計画書の製本・印刷 

３月 計画の実施・評価 
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分 室 名  目　標　額 

厳　　原 

美 津 島  

豊　　玉 

峰 

上　　県 

上 対 馬  

合　　計 

200,000

343,000

260,000

250,000

350,000

490,000

1,893,000

（単位：円） 

　
今
年
も
12
月
１
日
か
ら
「
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
」
が

全
国
一
斉
に
始
ま
り
ま
し
た
。 

　
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
は
、
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
募
金

を
地
域
で
安
心
し
て
新
た
な
年
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
援
助

や
支
援
を
必
要
と
さ
れ
る
方
々
へ
見
舞
金
等
と
し
て
贈
る

運
動
で
、
住
民
と
直
結
し
た
地
域
福
祉
運
動
の
一
環
と
し

て
毎
年
展
開
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

　
本
年
も
、
こ
の
よ
う
な
運
動
趣
旨
に
基
づ
き
左
記
の
と

お
り
目
標
額
が
定
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
市
民
の
皆
様
の

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

〈久田地区〉  〈今屋敷地区〉  〈日吉地区〉  

　11月６日長崎市で開催の「平成19年度長崎県社会福祉協議会・長崎県共同募金会会長表

彰伝達式において厳原町の久田地区、日吉地区、今屋敷地区が赤い羽根共同募金５年連続目

標達成で表彰されました。おめでとうございます。 

●各分室（地区）目標額 

●目標額 

１，８９３，０００円 
●運動期間 

１２月１日～１２月３１日 

平成19年度 長崎県共同募金会 会長表彰伝達式 



           

　
10
月
19
日
、
旧
小
鹿
小
学
校
（
上
対

馬
町
小
鹿
区
）
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、

電
動
シ
ニ
ア
カ
ー
交
通
安
全
講
習
会
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。 

　
本
事
業
は
、
電
動
シ
ニ
ア
カ
ー
の
急

速
な
普
及
に
伴
い
、
全
国
各
地
に
お
い

て
痛
ま
し
い
事
故
が
発
生
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
交
通
規
則
の
再
確
認
、
運
転

技
術
の
向
上
を
目
指
し
て
、
上
対
馬
町

で
最
も
電
動
シ
ニ
ア
カ
ー
の
利
用
が
多

い
小
鹿
地
区
で
実
施
い
た
し
ま
し
た
。 

　
当
日
は
、
小
鹿
・
一
重
地
区
か
ら
７

名
の
参
加
を
頂
き
、
対
馬
北
警
察
署
の

方
々
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
電
動
シ
ニ

ア
カ
ー
の
整
備
点
検
か
ら
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
擬
似
道
路
を
作
り
安
全
か
つ
ス
ム

ー
ズ
に
走
行
す
る
た
め
の
実
技
指
導
も

行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
最
初
は
戸
惑
い
が
あ
っ
た
参
加
者
も

講
習
が
進
む
に
つ
れ
、
徐
々
に
安
全
な

走
行
が
出
来
る
よ
う
に
上
達
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
も
こ
の
よ
う
な
講
習
会
等
を

各
地
域
で
開
催
出
来
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。 

                     

　
10
月
28
日
、
対
馬
市
美
津
島
体
育
館

に
お
い
て
、
第
２
回
長
崎
県
共
同
募
金

会
長
杯
争
奪
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
大
会
は
、
10
月
か
ら
始
ま
っ
た

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
を
Ｐ
Ｒ
し
、

共
同
募
金
に
対
す
る
関
心
を
高
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
、
当
日
は

市
内
よ
り
８
チ
ー
ム
の
出
場
を
い
た
だ

き
、終
日
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
ど
の
チ
ー
ム
も
攻
守
に
わ
た
る
活
躍

が
随
所
に
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
今
大
会

も
圧
倒
的
な
強
さ
で
、
昨
年
度
優
勝
の

ド
ル
フ
ィ
ン
チ
ー
ム
（
厳
原
）
が
見
事

優
勝
の
栄
冠
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。 

●
大
会
結
果 

﹇
優
　
勝
﹈ド
ル
フ
ィ
ン
チ
ー
ム（
厳
原
） 

﹇
準
優
勝
﹈蛍
チ
ー
ム（
峰
） 

﹇
第
３
位
﹈ク
イ
ー
ン
＆
ス
バ
ル
チ
ー
ム（
厳
原
） 

                        

   

　
11
月
20
日（
火
）、
美
津
島
町
あ
そ
う

ベ
イ
パ
ー
ク
に
お
い
て
、
第
４
回
対
馬

市
老
人
ク
ラ
ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
が
開
催
さ
れ
、
市
内
よ
り
代
表
の
30

チ
ー
ム
約
１
８
０
名
が
出
場
し
て
競
技

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
は
、
会
場
は
風
が
強
く
、
寒

い
１
日
と
な
り
ま
し
た
が
、
ど
の
参
加

者
も
寒
さ
を
感
じ
さ
せ
な
い
プ
レ
ー
で
、

終
日
競
技
を
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。 

●
大
会
結
果 

【
団
体
の
部
】 

﹇
優
　
勝
﹈　
樽
ヶ
浜
チ
ー
ム（
美
津
島
） 

﹇
準
優
勝
﹈　
長
命
会
チ
ー
ム（
上
対
馬
） 

﹇
第
３
位
﹈　
櫛
Ｂ
老
人
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム（
峰
） 

【
個
人
の
部
】 

﹇
優
　
勝
﹈　
網
本
久
代 

様 

　
　（
峰
・
櫛
Ｂ
老
人
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
） 

﹇
準
優
勝
﹈　
神
田
貞
人 

様 

　
　（
上
対
馬
・
大
河
内
Ｂ
チ
ー
ム
） 

﹇
第
３
位
﹈　
斉
藤
文
治 

様 

　
　（
豊
玉
　
横
浦
チ
ー
ム
） 

        

   

　
10
月
19
日
、
美
津
島
町
の
グ
リ
ー
ン

ピ
ア
つ
し
ま
に
お
い
て
、
対
馬
市
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
美
津
島
支
部
主
催
に
よ

る
、
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
は
、
美
津
島
管
内
の
60
歳
以

上
の
高
齢
者
及
び
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
約

４
０
０
名
が
参
加
し
終
日
和
や
か
に
競

技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

●
大
会
結
果 

【
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
】 

﹇
優
　
勝
﹈　
緒
方
チ
ー
ム 

﹇
準
優
勝
﹈　
久
須
保
チ
ー
ム 

﹇
第
３
位
﹈　
竹
敷
チ
ー
ム 

【
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
】 

﹇
優
　
勝
﹈　
鶏
鳴
第
１
Ａ
チ
ー
ム 

﹇
準
優
勝
﹈　
樽
ヶ
浜
チ
ー
ム 

﹇
第
３
位
﹈　
鶏
鳴
第
１
Ｂ
チ
ー
ム 

５ 
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グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会 

対
馬
市
老
人
ク
ラ
ブ 

第
４
回 

高
齢
者
ふ
れ
あ
い

齢
者
ふ
れ
あ
い 

　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
大
会 

高
齢
者
ふ
れ
あ
い 

　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
大
会 

警察署員の方より指導を受けました 車庫入れも真剣です 

前年度優勝「ドルフィン」チーム 
選手による選手宣誓 

気分はアタックNo.1２年連続優勝!! 
「ドルフィン」チームの皆さん 

豪快にナイスショット!!

開会式の模様 

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会 

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会 

長
崎
県
共
同
募
金
会
長
杯
争
奪 

第
２
回 

秋
の
電
動
シ
ニ
ア
カ
ー

の
電
動
シ
ニ
ア
カ
ー 

　
交
通
安
全
講
習
会
開
催

　
交
通
安
全
講
習
会
開
催 

秋
の
電
動
シ
ニ
ア
カ
ー 

　
交
通
安
全
講
習
会
開
催 
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＊イベントに関する詳細な情報は、対馬野生生物保護センター発行の「季刊・とらやまの森38号」または、 
　センターホームページ（http://www.tsushima-yamaneko.jp/）でご確認ください。 

各イベントのお問い合わせは、TEL 0920-84-5577 / FAX 0920-84-5578 まで（担当：上山・大谷） 

日　　時 イベント名 講　　師 場　　所 内　　　　　　　　容 

12月16日（日） 
13：00～15：00

牛乳パックでエコ年賀状！ 野生生物保護 
センター職員 

豊玉地区公民館 
飲み終わった牛乳パックを使って、自分だけのオリジ 
ナルな年賀状を作成しよう！ 

1月27日（日） 
13：00～15：00

どうぶつのお家づくり！ 野生生物保護 
センター 

野生生物保護 
センター職員 

動物の巣箱を作ってみよう！利用する動物にあった巣 
箱を完成することができるかな？ 

2月17日（日） 
13：00～15：00

海鳥救護・エコキャンドル！ 厳原地区公民館 野生生物保護 
センター職員 

家庭から出た廃油を使って、キャンドルを作成しよう！ 
海鳥の油汚染についても勉強しよう！ 

3月23日（日） 
10：00～12：00

春の植物観察会 野生生物保護 
センター 

國分 英俊 先生 
植物の専門家である講師が案内する対馬ならではの春 
の観察会！対馬でしか見られない珍しい春の植物がみ 
んなを待っているよ！ 

やさしい街  やさしい人 やさしい街  やさしい人 
－もっと多くの人に知って欲しい！－ 

●日　時　平成２０年１月２５日（金）13：30～15：00
●会　場　対馬市交流センター（厳原町今屋敷） 
●参加対象者　民生委員・児童委員及び一般の方々 

１９５８年　東京都出身　早稲田大学教育学部卒業 
１９７９年　芸能界デビュー。 
１９９６年に障害を抱えていた長男の成長を綴った『笑ってよ、ゆっぴい』を執筆し、その子育ての様子
はフジテレビ「愛の家族スペシャル・ゆっぴいのばんそうこう」としてテレビでも紹介され反響を呼ぶ。
現在、俳優業のほかにも講演活動など幅広く活躍。 

長男の優斗長男の優斗（ゆうと）（ゆうと）は重度の障害児でしたは重度の障害児でした。 

優斗との７年間の生活を振り返りながら優斗との７年間の生活を振り返りながら 

その中で学んだ幸せの意味や、その中で学んだ幸せの意味や、家族のありかた家族のありかた、 

また障害者と健常者が共に手を取り合って生きるまた障害者と健常者が共に手を取り合って生きる 

街づくりについて、街づくりについて、お話したいと思いますお話したいと思います。 

長男の優斗（ゆうと）は重度の障害児でした。 

優斗との７年間の生活を振り返りながら 

その中で学んだ幸せの意味や、家族のありかた、 

また障害者と健常者が共に手を取り合って生きる 

街づくりについて、お話したいと思います。 

主　催／対馬市民生委員児童委員協議会連合会  

民生委員制度創設９０周年記念講演 

石井めぐみ 講 師  
（ 女 優 ） 

●PROFIRE

少子・高齢化、いじめ・自殺問題の増加など、多様な社会問題が取りざたされる中、支援を必要とする方
々が安心して暮らすため、地域住民に、より密着した民生委員・児童委員の活動が求められています。 
本講演会は、民生委員・児童委員の役割の重要性を地域の皆様とともに再認識し、委員と地域住民の皆様
との共通理解の下、今後の委員活動の一層の充実強化を目指し、開催するものです。 

●開催趣旨 

　ツシマヤマネコ応援団は、ツシマヤマネコをはじめとする対馬の野生生物を守り、次世代に引き継ぐことを目的とし
た市民中心のボランティアグループです。会員数は４２名で、農家、公務員、獣医師、主婦、小中校生など多様で個性
あふれるメンバーで構成されています。 
　応援団は主に、ヤマネコにやさしい森づくり、普及啓発、活動拠点である対馬野生生物保護センターのサポートに取
り組んでいます。同センターでは１２月から来年３月まで以下のようなイベントを予定しております。お誘い合わせの
上、ご参加ください。 
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この広報誌は、皆様から寄せられた会費並びに共同募金配分金で作られています。 
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この広報誌は、皆様から寄せられた会費並びに共同募金配分金で作られています。 

■この用紙は地球環境保護のため再生紙を利用しています。 

※相談の時間は午後１時～午後４時 
※相談を希望される方は必ず事前（前日の午後４時まで）に予約をお願いします。 
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31 

32 

33

１月７日 

21日 

30日 

２月４日 

18日 

27日 

月 

月 

水 

月 

月 

水 

高尾　　徹 

甲斐田　靖 

廣部　俊介 

原田　　徹 

宮田　卓弥 

廣部　俊介 

対馬市交流センター 

対馬市総合福祉保健センター 

豊玉町福祉センター 

対馬市交流センター 

対馬市総合福祉保健センター 

上対馬町地域福祉センター 

九州弁護士会連合会 

九州弁護士会連合会 

ひまわり基金法律事務所 

九州弁護士会連合会 

九州弁護士会連合会 

ひまわり基金法律事務所 

無料法律相談開催予定 今後の 

（平成２０年１月～２月分） 

０９２０‐５８‐１４３２ 
０９２０‐５８‐１１８３ 
tsushima-syakyo@oregano.ocn.ne.jp

T E L 

F A X 

E-mail

■連絡先 

社協に対する質問・疑問等どんな事でも結構ですので、 
下記宛にご連絡ください。 

回 曜日 弁護士 会　　　場 月　日 

　先日、タイムスリップしてみました。未来ではなく過去へ、部屋の掃除をしていたら３年前

の日記が出てきた。珍しく、あの頃は日記を書いていた事を思い出した。 

　３年前、平成１６年、日記は平成１６年１月１日から書かれていた。やはり、最初は字がき

れいだった。平成１６年は対馬市が誕生した日、日記にも当然、合併前から合併の日、そして

合併後と・・・綴られていた。 

　ただ、日記は７月で終わっていた。原因は未だに分からない。読み返すと面白い、自分自身

が書いているのに面白い。３年前の事なのに幼く感じます。 

 

　平成１６年１月１日の日記から 

　「今日から平成１６年が始まりました。２０代最後の年、そして対馬市が誕生する年、仕事

は忙しくなるのかな。合併したら異動もあるだろうな。今日の実業団駅伝は、中国電力は強か

ったな。明日は箱根駅伝、早起きして観戦しなくては、そう言えば、今日は一度も外

に出なかったな。まっ、こんな２００４年の幕開けでした。」 

　なんとも内容の無い日記だった。正月の恒例行事、駅伝観戦と合併に対する期待と

不安で幕開けした３年前。 

　２００８年の幕開けはどうなるのだろうか。天気は雨より快晴が良いな。 


